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Trichosporon 　fe　rm 　en 　tans の N 一

ラウ ロ イ ル サ ル コ シ ン 耐性 変 異株 に よ る

流動 パ ラ フ ィ ン か らの リパ ー ゼ生達　　 （早大 ・理工 、
＊ ロ ッ テ

・中研 ）

○陳 　家 聡 、橋村 俊行 、 ＊ 志 村　進 、桐村 光太郎、宇佐 美昭 次

L 　目的　　 Trichosporon　fermen　tans 　yu−C12は ア ル カ ン や 石油 系原料 を炭 素源 と して リ

パ ーゼ を生 産 す る
1‘2

  しか し 、 ケ ロ シ ン等 の 他 の 炭素 源 を使用 した場合 に 比較 して 、 流

動パ ラ フ ィ ン か ら の リパ ーゼ 生 産 性 は 低 い
1 ｝

。 そ こ で 、 流動パ ラ フ ィ ン か ら の リパ ーゼ 生

産 性の 向上 を 目的 と して 、 界 面活性剤 で あ る N 一ラ ウ ロ イ ル サ ル コ シ ン に 耐 性 を示 す変異

株 を 作 成 し、諸 性質 を 検 討 し た
。

2 ．方 法 　 　親株 で ある Zferraentans 　YU−C12i）
に 紫外線を 照 射 し、　 N 一ラウ ロ イル サ ル

コ シ ン 塩 を含 む培地 にお い て 生 育可能 な 変異 株 を取 得 した 。 液 内振 とう培 養 に よる リパ ー

ゼ 生 産 お よび オ リーブ油 を基 質 と した リパ ーゼ 活性 の 測 定 は 既 報
1 ）

に 準 じ て 行 っ た 。

3 ．結 果 　　最良の N 一ラ ウ ロ イ ル サ ル コ シ ン 耐性 変異株 SPU−38は、炭素 源 と して流動 パ

ラ フ ィ ン 3 ％ （v ／v ）を含 む培地 内で 良好 に 生育 した
。 菌体 外 リパ ーゼ の 最 大活 性 は 、 親株

WU−C12で は 3 日 問 で 18　 Ufml で あ っ た が 、
　 SPU−38株 で は 2 日間 で 56　 U加 1 とな り、約 3 倍

の 生産 性 とな っ た 。 また、SPU −38株 で は、培 養初期 よ り培 養液 中 の 全 リパ ーゼ 活性 の うち

約 70％ が 菌 体 外に 検 出 さ れ 、分 泌 性の 向上 が 示 唆さ れた 。 さ らに 、塩 酸を適宜 滴下す る こ

とに よ り培 地 pHを調 節 した 条 件下 に お ける リパ ーゼ 生 産 を行 っ た 。 培地 pH を6．5 に保持 し

た 場合 に 、 菌 体外 リパ ーゼ 生産 性 は最 大 と な り、70U ／ml に 達 した 。
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m UP　　　　　 wortmanni の α
一Xylosidase の 精 製 と そ の 性 質 の 検 討

（筑 大 ・応 生 化 ）　　　　 ○ 関 俊 人 、松 尾 勝 、中 原 忠 篤

【目的 】　 自然 界 に お け る Xyloside結 合 を持 つ 多 糖 は β 結 合 の も の が よ く知 ら れ て お り、

そ れ ら の 分 解 酵 素 に 関 し て は 多 く の 研究 が な さ れ て き た 。 し か し 、 α 結 合 を 分 解 す る 酵素

に つ い て は 余 B 報 告 が な い 。演者 ら は 、 α
一・Xyiosidetw 合 を 分 解 す る 酵素 を 精 製す る と 共

に い く つ か の 性 質 に つ い て 検 討 し た 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

【方 法 及 び 結 果 】　以 下 の 組 成 の 培 地 を 基 本 培 地 に 用 い 〔polypepton 　 O．67髭，yeas 七 extraPt

O．1％．KB ， PO 。　 O ．8％．　 CaC12　 G ．i％．MgSO40 ．1％｝、酵 素生産 に 及 ぼ す 糖の 影響 に つ い て検討 し

た 。 1．5％供 試 し た 糖 の 内 、 Xylose の 酸縮 合 に よ る 二 糖画 分 〔α 及 び β結 合 を含 む ） か ら 高

活 性 の 培 養 液 が 得 ら れ た 。 そ の 他 、Methyl α
一
xyloside 、　 Xyl 。 se 、　 Tamalind 　 seed 　 xylo

−

glucan で も若干 活性 が 認 め ら れ た 。 ま た 培 養 5E 目 の 菌 体 を ア ル ミ ナ破 砕処理 した と こ ろ 、

可 溶性 画 分 に 全 活 性 の 約 90 ％ が 認 め られ た。 こ の 画 分 を各 種 ク ロ マ ト操作 に て 精製 を試 ．

み 、電 気 泳 動 的 に ほ ぼ 単 一な 酵素 が 得 ら れ た 。ま た 培 養 後 期 に は 培養 ろ 液中 に も 活性 が 認

め ら れ る よ う に な る が 、 こ の
．
酵 素 も 同 様の 方法 で 精裂 し た 結 果 、同

一
の も の と 認 め ら れ る

結 果 を得 た 。精 製 酵 素 の 性 質 は 、 ゲ ル ろ 過 法 で 分子 量 約 29 万 、SDS −PftGE法 で 7 万 3 千 で

4 量 体 と 考 え ら れ る 。等 電 点 は 5．0、至 適 pH 　 6．5、至 適 温 度 45℃ で あ っ た ．そ の 他 の 諸 性

質 は 現 在 検 討 中 で あ る 。

purification 　 and 　 some 　 propert 三es 　 of α
喞xylosidase 　 fro 田 Penicillium　 wortmann 孟
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